
















 

数 学（線形代数） 
 

行列の固有値，および固有値に対する固有ベクトルを理解しているか．また，こ

れらを計算できるか． 

 

 

 

 

 

  



 

数 学（微分積分） 
 

 

（１）指数関数・三角関数が組み合わされた関数の微分ができるか． 

 

（２）部分積分法を用いた定積分の計算ができるか． 

 

（３）𝐷: {(𝑥, 𝑦) }で定義された領域において，2 重積分計算ができるか． 

  



 

数 学（微分方程式） 
 

微分方程式について理解し，一般解を求められるか。 

 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 １ 

 

 

固有値 𝑡 = −1, 2 

 

固有ベクトル 𝜆 = −1 の時 𝑟1 = 𝑘1 (
1
1

) （𝑘1 ≠ 0） 

 𝜆 = 2 の時 𝑟2 = 𝑘2 (
1
4

) （𝑘2 ≠ 0） 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 ２ 

 

 

（１） 𝑒5𝑥(4 sin 2𝑥 + 19 cos 2𝑥) 

 

（２） 1 − 2𝑒−1         

 

（３） 23 

                     

 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 ３ 

 

求める微分方程式の一般解は， 

 
𝑦 = 3𝑒𝑥 sin 𝑥 + 9𝑒𝑥 cos 𝑥 + 𝐶1𝑒𝑥 + 𝐶2𝑒−2𝑥 （C1と C2は任意定数） 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



 

熱 力 学 
 

１．状態量の定義と相互関係を理解しているか．また，物理現象を数式へ展開・

整理できるか． 

 

２．オットーサイクルの構成および理論熱効率の関係式を理解しているか．ま

た，理想気体の状態変化式を用いて諸量を計算できるか． 

  



 

流 体 力 学 
 

１．気体の状態の基礎を理解しているか．基本的な諸量を正しく計算できるか． 

 

２．流れの中に置かれた物体に作用する力を理解しているか．基本的な諸量を

正しく計算できるか． 

 

３．連続の式を理解しているか．基本的な微分操作ができるか． 

 

  



 

材 料 力 学 
 

 

応力と安全率を理解しているか．また実際の状況を考えて，安全率を考慮し

た具体的な応力計算ができるか． 

 

  



 

機 械 力 学 
 

(1)慣性モーメントを理解しているか． 

 

(2)剛体の運動方程式を理解しているか． 

 

(3)1 自由度振動系の基本を理解しているか． 

 

(4)１自由度減衰自由振動における臨界減衰状態を理解しているか． 

 

  



 

制 御 工 学 
 

１．フィードバック制御系の閉ループ伝達関数を理解しているか． 

 

２．ラウスの安定判別法ができるか 

 

３．フィードバック制御系の一巡伝達関数を理解しているか． 

 

４．ボード線図と伝達関数の関係を理解しているか 

 

５．位相余裕をボード線図から読み取ることができるか 

 

 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 熱力学 

1. 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 

(1) 0.64 あるいは 0.65 

 

(2) 5.6 MPa 
 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 

内部エネルギーに関する熱力学の第一基礎式は 𝑑𝑢 = 𝛿𝑞 − 𝑝𝑑𝑣 である． 

理想気体では， 𝑑𝑢 = 𝑐𝑣𝑑𝑇 が成り立つため， 𝛿𝑞 = 𝑐𝑣𝑑𝑇 + 𝑝𝑑𝑣…①となる． 

また，理想気体の状態方程式の全微分形 𝑝𝑑𝑣 + 𝑣𝑑𝑝 = 𝑅𝑑𝑇 より，         

𝑝𝑑𝑣 = 𝑅𝑑𝑇 − 𝑣𝑑𝑝…②が得られる．         

①式に②式を代入すると， 𝛿𝑞 = 𝑐𝑣𝑑𝑇 + 𝑅𝑑𝑇 − 𝑣𝑑𝑝 となる．        

よって， 𝛿𝑞 = ሺ𝑐𝑣 + 𝑅ሻ𝑑𝑇 − 𝑣𝑑𝑝 となる．        

さらに理想気体の状態方程式より， 𝑣 =
𝑅𝑇

𝑝
 であるから，     

∴ 𝛿𝑞 = ሺ𝑐𝑣 + 𝑅ሻ𝑑𝑇 −
𝑅𝑇

𝑝
𝑑𝑝 となる． 

比エンタルピーの定義より導かれる熱力学の第二基礎式 𝑑ℎ = 𝛿𝑞 + 𝑣𝑑𝑝 より， 

微小熱量は温度 Tおよび圧力 pを独立変数として 𝛿𝑞 = 𝑐𝑝𝑑𝑇 −
𝑅𝑇

𝑝
𝑑𝑝 と表される． 

𝛿𝑞 = 𝑑ℎ − 𝑣𝑑𝑝 となる．理想気体では，𝑑ℎ = 𝑐𝑝𝑑𝑇 および 𝑣 =
𝑅𝑇

𝑝
  が成り立つため， 

定圧過程（ 𝑑𝑝 = 0 ）の条件下であるから， 

したがって， 𝑐𝑝 − 𝑐𝑣 = 𝑅 （マイヤーの関係式）が得られる． 

両者は同一の定圧過程における微小熱量を表していることから， 

𝑐𝑝𝑑𝑇 = ሺ𝑐𝑣 + 𝑅ሻ𝑑𝑇 が成り立つ． 

(1)の結果より， 𝛿𝑞 = ሺ𝑐𝑣 + 𝑅ሻ𝑑𝑇 となり，(2)の結果より， 𝛿𝑞 = 𝑐𝑝𝑑𝑇 となる． 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 流体力学 

１． 

300 K 

 

２． 

120  N 

 

３． 

(1)   

𝜕ሺ𝜌𝑢ሻ

𝜕𝑥
+

𝜕ሺ𝜌𝑣ሻ

𝜕𝑦
+

𝜕ሺ𝜌𝑤ሻ

𝜕𝑧
= 0 

 

(2) 

𝑑𝑢

𝑑𝑥
= 0 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 材料力学 

 

 

20(mm)d =  

 
10(mm)a =  

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 機械力学 

 

（1）剛体棒の O点まわりの慣性モーメントは， 

 𝐽𝑂 = 9𝑚𝐿2 

 

（2） O点まわりの自由振動の運動方程式は 

𝐽𝑂𝜃̈ + 𝑐𝐿2𝜃̇ + 3𝑚𝑔𝐿𝜃 = 0  

 

(3）  固有振動数は， 

𝑓𝑛 =
1

2𝜋
√

𝑔

3𝐿
 [Hz] 

 

(4）  臨界減衰係数は， 

𝑐𝑐 = 6𝑚√
3𝑔

𝐿
 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 制御工学 

(1)  

𝑊1ሺ𝑠ሻ =
𝐺

1 + 𝐺𝐻
=

𝑎ሺ𝑠 + 𝑐ሻ

ሺ𝑠 + 𝑏ሻሺ𝑠 + 𝑐ሻ + 𝑎ሺ𝑠 + 𝑑ሻ
 

(2) 特性方程式は，𝑠2 + ሺ𝑎 + 𝑏 + 𝑐ሻ𝑠 + 𝑏𝑐 + 𝑎𝑑 = 0 

𝑎, 𝑏, 𝑐, 𝑑 は正の実数なので，各係数は存在し同符号である． 

ラウス表は以下のとおりである． 

1 𝑏𝑐 + 𝑎𝑑 

𝑎 + 𝑏 + 𝑐 0 

𝑏𝑐 + 𝑎𝑑  

𝑎, 𝑏, 𝑐, 𝑑 は正の実数なので，表の最左端はすべて正になり，このフィードバック制御系は安定であること

が分かる． 

(3)  

𝑊2ሺ𝑠ሻ = 𝐺𝐻 =
𝑎ሺ𝑠 + 𝑑ሻ

ሺ𝑠 + 𝑏ሻሺ𝑠 + 𝑐ሻ
  

(4) 𝑎 = 25, 𝑏 = 0.5, 𝑐 = 10, 𝑑 = 2 

(5) 108度 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 


